
ま
で
約
３
０
０
校
に
道
具
を

贈
っ
て
き
ま
し
た
。

同
機
構
は
大
震
災
被
災
校

へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島

３
県
の

校
に
道
具
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
選
手
を
被
災

校
に
派
遣
し
、
ゴ
ル
フ
の
楽

し
さ
を
教
え
た
り
講
演
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

主
催
し
た
一
般
社
団
法
人

日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構

（
海
老
沢
勝
二
会
長
）
の
宮

内
勝
・
貢
献
事
業
部
長
に
よ

る
と
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
は

全
国
約
６
０
０
の
小
学
校
で

取
り
組
ま
れ
、
導
入
校
も
毎

年
増
え
て
お
り
、
「
認
知
度

が
だ
ん
だ
ん
高
ま
っ
て
い

る
」
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に

児
童
を
増
や
す
た
め
、
こ
れ

ム
」
を
つ
く
っ
て
参
戦
し
ま

し
た
。

な
か
に
は
プ
ロ
を
上
回
る

好
ス
コ
ア
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト

す
る
子
も
お
り
、
プ
ロ
は
た

じ
た
じ
で
し
た
。

今
年
は
広
島
県
東
広
島
市

の
市
立
三
ツ
城
小
学
校
が
優

勝
し
ま
し
た
。

（
パ
ー
３
～
５
）
の
９
ホ
ー

ル
を
回
り
ま
す
。
保
護
者
ら

が
ラ
フ
か
ら
見
守
る
な
か
、

選
手
た
ち
は
力
強
い
シ
ョ
ッ

ト
を
放
っ
た
り
、
パ
ッ
ト
を

慎
重
に
決
め
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

谷
原
秀
人
さ
ん
ら
プ
ロ
選

手
６
人
も
「
ド
リ
ー
ム
チ
ー

ち
岩
手
・
福
島
両
県
の
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
３

校
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
ベ

ル
マ
ー
ク
財
団
も
後
援
し
ま

し
た
。

ス
ナ
ッ
グ
は
「Starting

New
At

Golf

」
の
略
で
、

米
国
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が

考
案
し
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
ボ

ー
ル
よ
り
も
一
回
り
小
さ

く
、
表
面
が
毛
羽
だ
っ
て
い

る
ボ
ー
ル
を
２
種
類
の
ク
ラ

ブ
で
打
ち
進
め
、
カ
ッ
プ
代

わ
り
の
ス
ナ
ッ
グ
フ
ラ
ッ
グ

に
ボ
ー
ル
を
く
っ
つ
け
る
も

の
で
す
。

開
会
式
で
「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ

ル
フ
の
道
具
は
ベ
ル
マ
ー
ク

で
購
入
で
き
ま
す
」
と
い
う

紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

競
技
は
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ー

上
に
設
け
た

～

ヤ
ー
ド

１
チ
ー
ム
６
人
で

小
学
校

の
１
３
２
人
が
参
加
し
、
う

泉
区
の
仙
台
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

グ
ゴ
ル
フ
の
小
学
生
の
全
国

大
会
が
９
月

日
、
仙
台
市

楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ル
フ
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
ス
ナ
ッ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

近
藤
周
利
（
ひ
ろ
と
し
）

校
長
は
「
ベ
ル
マ
ー
ク
で
学

校
の
財
産
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
集
め
て
く
れ

た
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
幡
野
さ
ん
の
存
在
が
大

き
い
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
、
ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

幡
野
さ
ん
は
82
歳
の
と

き
、
「
ベ
ル
マ
ー
ク
は
生
き

が
い
」
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
胃
が
ん
の
手
術
を
受

け
、
「
も
う
帰
れ
な
い
」
と

覚
悟
し
た
も
の
の
無
事
に
退

院
し
、
自
宅
に
戻
っ
た
と
こ

ろ
、
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
の
児

童
た
ち
か
ら
寄
せ
書
き
が
届

い
た
の
で
し
た
。

幡
野
さ
ん
は
「
わ
た
し
、

ま
だ
ま
だ
す
る
仕
事
が
あ

る
。
あ
の
と
き
、
思
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

50
年
間
続
け
て
来
ら
れ
た

力
の
も
と
は
な
ん
で
し
ょ
う

？
「
自
分
で
始
め
た
こ
と
で

す
し
、
責
任
を
も
っ
て
続
け

な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
や
っ

て
き
た
だ
け
で
す
」

卒
業
し
た
あ
と
は
も
っ
ぱ

ら
、
自
宅
２
階
で
の
仕
分
け

作
業
が
幡
野
さ
ん
の
役
割
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ベ

ル
マ
ー
ク
も
学
校
ぐ
る
み
の

活
動
に
変
わ
り
ま
し
た
。

学
校
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る

マ
ー
ク
が
混
ざ
っ
て
入
っ
た

ま
ま
の
袋
が
届
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
協
賛
会
社
ご

と
に
整
理
し
、
マ
ー
ク
に
間

違
い
は
な
い
か
、
脱
退
し
て

使
え
な
い
会
社
の
マ
ー
ク
は

混
じ
っ
て
な
い
か
、
な
ど
を

す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

仕
分
け
を
終
え
、
点
数
も
数

え
た
う
え
で
学
校
に
戻
し
ま

す
。
学
校
は
そ
れ
を
財
団
に

発
送
し
、
預
金
と
し
て
貯
め

て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
繰
り
返
し
の
結

果
、
50
年
間
で
集
め
た
ベ
ル

マ
ー
ク
の
累
計
点
数
は
２
４

１
万
点
を
超
え
ま
し
た
。
２

０
０
６
年
に
は
、
長
年
貯
め

て
い
た
ベ
ル
マ
ー
ク
預
金
で

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
（
１
０
４

万
円
）
を
買
い
ま
し
た
。

幡
野
さ
ん
に
は
、
い
ま
は

学
期
ご
と
に
年
３
回
マ
ー
ク

が
届
け
ら
れ
ま
す
。
ベ
ル
マ

ー
ク
委
員
会
の
児
童
た
ち
が

あ
る
程
度
分
類
し
、
幡
野
さ

い
う
声
も
あ
り
、
学
校
全
体

で
の
参
加
に
は
な
ら
ず
、
ま

ず
は
次
女
が
在
籍
し
て
い
た

４
年
生
の
学
年
委
員
会
で
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
幡
野
さ
ん
の
ベ
ル
マ
ー

ク
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、
半
世
紀
。
次
女
が

ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
れ
ば

学
校
の
備
品
・
教
材
が
買

え
、
見
知
ら
ぬ
へ
き
地
校
の

支
援
に
も
な
る
。
新
聞
で
参

加
を
呼
び
か
け
る
記
事
を
読

み
、
幡
野
さ
ん
は
早
々
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
話
を
持
ち
か
け
ま
し

た
。
「
大
変
な
の
で
は
」
と

す
。
か
つ
て
の
協
賛
会
社
の

名
前
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と
挙
げ
て

懐
か
し
み
ま
す
。

上
野
原
小
が
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
に
参
加
し
た
の
は
１
９

６
５
（
昭
和
40
）
年
７
月
26

日
で
す
が
、
手
が
け
た
の
は

幡
野
さ
ん
で
す
。

「
ベ
ル
マ
ー
ク
に
か
か
わ

る
こ
と
が
、
わ
た
し
の
生
き

が
い
な
ん
で
す
よ
」
。
そ
う

語
る
の
は
山
梨
・
上
野
原
市

の

歳
、
幡
野
（
は
た
の
）

た
い
さ
ん
で
す
。
子
ど
も
も

孫
も
卒
業
し
た
近
く
の
市
立

上
野
原
小
学
校
（
児
童
４
９

５
人
）
の
ベ
ル
マ
ー
ク
活
動

を
支
え
て

年
に
な
り
ま

す
。
大
病
も
乗
り
越
え
、
い

ま
な
お
自
宅
で
ベ
ル
マ
ー
ク

の
仕
分
け
を
手
伝
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
動
力
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。

味
の
素
は
83
番
、
昔
は
32

番
が
あ
っ
た
わ
ね
。
43
番
は

東
芝
、
77
番
湖
池
屋
の
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
は
種
類
が
多
い
の

よ
。
ロ
ッ
テ
の
57
番
の
ガ
ム

は
マ
ー
ク
が
小
さ
く
て
、
高

齢
の
わ
た
し
に
は
大
変
。
毎

年
、
脱
退
し
て
い
く
会
社
が

あ
っ
て
残
念
ね
え
…
…
。
す

ら
す
ら
と
番
号
が
出
て
き
ま

山
梨･

上
野
原
の
幡
野
た
い
さ
ん

小学校の仕分け手伝う

｢生きがいと責任｣

「
ま
だ
ま
だ
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
元

気
に
語
る
幡
野
た
い
さ
ん(

左
）
隣
は

近
藤
校
長
＝
山
梨
県
・
上
野
原
小
学
校

仙台で小学生の全国大会

岩手･福島の３校招待

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
下
校
し
ま
す
＝
宮
城
・
釜
小

地元産の雄勝石に子どもたちが素敵な絵を描

きました＝宮城・雄勝小

９月に長野・軽井沢中ＰＴＡが催した大槌の

物産展を手伝う大槌学園中学部の生徒たち＝

同学園提供

図書館の一角には「放射能」コー

ナーも＝福島の熊町小・大野小

駐
車
場
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
ス
ク
ー
ル

バ
ス
＝
岩
手
・
大
槌
学
園

病
院
の
敬
老
会
に
２
年
生
が
お
じ
ゃ
ま
し
て
「
ず
い

ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
＝

岩
手
・
釜
石
小

２
年
生
の
教
室
。
熊
町
小
と
大
野
小
を
合
わ
せ
て
も

３
人
し
か
い
ま
せ
ん
＝
福
島
の
熊
町
小
・
大
野
小

試飲会については、定番商品はもちろん、季節の
お酒を知っていただきたくて、数はそんなに多くな
いですが不定期に開催させていただいております。
秋のお酒としては、「山廃純米吟醸ひやおろし」
を、11月の下旬には新酒の「あらばしり」を発売す
る予定です。

本社の目の前には御社のショップがあります。

はい。真澄のアンテナショップの「蔵元ショップ
セラ真澄」です。2012年４月にリニューアルオー

プンしました。お酒のラインナップは、真澄のほぼ
全商品です。ほかにも素敵な食卓をご提案するた
め、ぐい飲みやとっくりなどの酒器を取りそろえた
コーナーもあります。

売れ筋は、やはり季節のお酒で、いまですと、
「山廃純米吟醸ひやおろし」です。一年を通じて
「純米吟醸辛口生一本」がよくお客様に選ばれてい
ます。

教育へ貢献 続けていく

最後に、ベルマーク運動へのご意見などがあれ
ば、お聞かせください。

少し前までは、日本酒は、家庭のお父さんが毎晩
晩酌するものでした。そこで弊社では、毎日飲んで
いただけるスタンダードな商品に、これまでずっと
ベルマークをつけ続けています。最近は、焼酎やワ
イン、ウイスキーと、お酒の選択肢も様々で、日本
酒の飲まれ方、選ばれ方にも変化が表れてきて、売
れ方や売れ筋も変わってきています。

ベルマーク運動の精神は崇高だと思いますし、協
賛会社に入れていただいているのは名誉なことで
す。真澄を買ってくださっているのは地元の方々が
いちばん多いですし、先代社長の思いは伝わってい
るのではないでしょうか。

ただ、弊社としては、もっとベルマークをつける
商品の種類や点数の見直しは考えなければいけない
かなと思います。若い人向けの高級酒にもつけた方
がいいかもしれません。せっかくベルマーク運動に
協賛しているのですから、しっかり考えます。

ベルマーク運動を通じて、子どもたちの教育のた
めに貢献できることを続けていきたいと考えていま
すので、今後ともよろしくお願いいたします。

事なことであるということです。そして、小さな会
社で大きなことはできないけれど、できる範囲でで
きることを続けていきなさいということも申してお
りました。

また、弊社のように、それほど知名度もなく、い
なかの酒屋をベルマークの仲間に入れていただいた
のだから、しっかりやるようにとも言われました。

ベルマークの協賛会社だということをあまりＰＲ
しないのは、会社としては販売促進というよりは
「世のため、人のため」にやっているという気持ち
がむしろ強いからです。自分たちに対する戒め、と
いう思いもあります。ですから、途中で協賛会社を
抜けるというような話は全くありませんでした。

はがしやすく ひと工夫

御社がベルマークをとても大事にしてくださっ
ているという思いは、代表的な商品「真澄」につい
ているベルマークにも表れていると感じます。商品
ラベルのベルマーク点数の部分だけ、裏面に糊（の
り）をつけずに、瓶からベルマーク点数をはがしや
すいように工夫しています。

はい。通常、ラベルは瓶にしっかりと貼りつける
ものですが、ベルマーク付きの商品ラベルについて
は、ラベルを貼る機械を特注して、ベルマークの部
分だけ裏側に糊がつかないようにしてあります。

瓶からベルマークをはがしにくい、きれいにベル
マークが取れないという声を、お客様からたくさん

いただいたことが
きっかけです。

お客様が、瓶を
しばらく水に浸け
ておいて、ラベル
をはがしやすくし
ていることなどを
うかがいましたの
で、そこまでお手
間をかけてしまう

のならば、改善しなくてはと考え、現在に至りま
す。

ベルマーク運動説明会に、今年は県内の松本会
場にご参加いただきました。

これまでなかなか説明会には参加する機会がなか
ったので、まず東京の新宿会場を見学させていただ
きました。想像していた以上の大勢の方がお見え
で、びっくりしました。その後、松本市で開かれた
説明会に参加させていただきました。今回は急だっ
たこともあり、商品や、企業活動をまとめたパンフ
レットを配布させていただきました。

首都圏で真澄の試飲販売会などもされていると
うかがいました。

子ども応援 先代の思い

ベルマークの協賛会社というと、ベルマーク付
きの商品であることをＰＲして販売促進活動をする
企業も多いなかで、御社は、そのことを前面に押し
出していません。

はい。そのことをお答えするのに、まず弊社がベ
ルマーク運動を始めたきっかけについてお話ししま
す。先代の社長（宮坂和宏氏）が小学校のＰＴＡ役
員をさせていただいたことがあり、学校を訪れた際
に、学校設備が不足気味でさみしいことを気にして
いたそうです。何かの折に、学校の教育設備をとと
のえるためのベルマーク運動について知り、わが社
でも子どもたちのために何か役に立てないかと考え
るようになったそうです。とはいえ、最初は子ども
の教育とお酒を結びつけるのに苦心したようです。
ですが、「お父さんが晩酌をして、そのお酒につい
たベルマークを子どもが切り取り、集めた結果、そ
れが子どもたちの応援、社会貢献になれば」という
思いを強くしていきました。

東京都内の教育設備助成会(当時、現在のベルマ
ーク教育助成財団)事務所に、先代の社長が何度か
足を運び、弊社の商品にベルマークをつけることが
できないかとご相談させていただき、協賛会社に加
わったという経緯があります。

先代の社長から、ベルマークについてほかに聞
いていることや伝えられたことなどはありますか。

つねづね先代が申していたのは、教育はとても大

ベルマーク運動協賛会社へのインタビューシリー
ズ「私の会社とベルマーク」。12回目は、長野県諏
訪市にある宮坂醸造株式会社です。1972（昭和47）
年にベルマーク運動に加入し、43年もの間、協賛さ
れています。加入した当時のきっかけやベルマーク
に対する思いなどを、代表取締役社長の宮坂直孝さ
ん、取締役管理本部長の青木等さんにうかがいまし
た。 （聞き手・米内隆、海野哲生、写真・海野）

宮
坂
社
長
（
左
）
と
青
木
取
締

役
管
理
本
部
長

こ
の
ラ
ベ
ル
に
注
目

東
京
・
銀
座
で
の
試
飲
会

会
心
の
パ
ッ
ト
決
め
た
か
な

締めくくりに全員で記念撮影

被
災
59
校
に
道
具
贈
る
主
催
者

(４)第３種郵便物認可ベ ル マ ー ク 新 聞２０１５年()


